
  

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 

  

  

  

  
  

  

  

  

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

  

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 

  

   

 

 

平成26年６月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(非連結)
平成26年５月14日

 

上 場 会 社 名 株式会社ノア 上場取引所 名
 

コ ー ド 番 号 3383 URL http://www.noah-corp.com
 

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)脇沢 光義  
問合せ先責任者 (役職名)取締役管理本部長 (氏名)奈良 正敏 (TEL)03(5651)8100
 

四半期報告書提出予定日 平成26年５月15日 配当支払開始予定日 ―
 

  (百万円未満切捨て)
 

１．平成26年６月期第３四半期の業績（平成25年７月１日～平成26年３月31日）

（１）経営成績(累計)  
 

  (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年６月期第３四半期 172 △30.8 △54 ― △55 ― △57 ―
25年６月期第３四半期 249 △84.0 △65 ― △66 ― △42 ―

 

 
１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益

  円 銭 円 銭

26年６月期第３四半期 △539.39 ―

25年６月期第３四半期 △398.78 ―
 

（２）財政状態  
 

  総資産 純資産 自己資本比率

  百万円 百万円 ％

26年６月期第３四半期 56 △40 △76.7

25年６月期 151 16 9.1
 

(参考) 自己資本 26年６月期第３四半期 △43 百万円 25年６月期 13 百万円
 

２．配当の状況

 
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年６月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

26年６月期 ― 0.00 ―    

26年６月期(予想)       0.00 0.00
 

３．平成26年６月期の業績予想（平成25年７月１日～平成26年６月30日）

  (％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 320 5.5 △61 ― △61 ― △61 ― △575.89
 



  

  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四

半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

  

※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

 ② ①以外の会計方針の変更 ： 無

 ③ 会計上の見積りの変更 ： 無

 ④ 修正再表示 ： 無
 

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 26年６月期３Ｑ 106,956株 25年６月期 106,956株

② 期末自己株式数 26年６月期３Ｑ 338株 25年６月期 338株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年６月期３Ｑ 106,618株 25年６月期３Ｑ 106,618株
 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、政府の経済対策及び金融緩和政策等による円安・株

高が進行し、消費税増税前の駆け込み需要もあり、企業の設備投資及び個人消費等は一部回復傾向にあ

りますが、海外景気下振れリスクは継続して存在しており、依然として不透明感が残る状況が続いてお

ります。 

LED照明市場については、東日本大震災以降の省エネニーズの高まりを追い風に大幅な成長を継続す

る中、参入障壁が比較的低い市場特性の影響で様々な新規参入も相次いでおり、価格競争も激しさを増

しております。 

このような状況の中、当社は新規顧客開拓及び入札案件への積極的な営業活動を展開して参りました

が、市場競争激化に伴う単価下落の影響、新規顧客開拓の遅れ及び入札案件の獲得不振が継続してお

り、LED照明機器販売事業は伸び悩んでおります。 

また、環境商材拡充を目的とした太陽光パネルを含めたその他環境関連商材の販売は、一部の環境商

材で販売は行えているものの、大幅な売上獲得には至っておらず、更なる販売先を開拓中であります。

これらの状況及び将来の事業計画を保守的に見積り、特別損失として減損損失3,043千円を計上いた

しました。 

この結果、売上高172,484千円（前年同四半期比30.8％減）、営業損失54,763千円（前年同四半期は

65,051千円の損失）、経常損失55,196千円（前年同四半期は66,362千円の損失）、四半期純損失57,508

千円（前年同四半期は42,516千円の損失）となりました。 

  

①資産の状況 

当第３四半期会計期間末における流動資産の残高は、51,897千円（前事業年度末は141,690千円）と

なり89,793千円の減少となりました。その主な要因は、LED照明機器販売事業の売上減少に伴い、売掛

金が31,832千円減少し、1年内償還予定社債40,000千円の償還等によって現金及び預金が52,365千円減

少したこと等によるものであります。 

また、当第３四半期会計期間末における固定資産の残高は、4,980千円（前事業年度末は10,090千

円）となり5,110千円の減少となりました。その主な要因は、減価償却及び減損損失の計上により有形

固定資産が834千円、無形固定資産が3,100千円減少し、投資その他の資産が1,175千円減少したこと等

によるものです。 

この結果、当第３四半期会計期間末における総資産は56,878千円（前事業年度末は151,781千円）と

なりました。 

  

②負債の状況 

当第３四半期会計期間末における流動負債の残高は、97,777千円（前事業年度末は135,172千円）と

なり37,394千円の減少となりました。その主な要因は、短期借入金が20,100千円増加したものの、1年

内償還予定社債が40,000千円減少、買掛金が11,840千円減少、未払金が5,999千円減少したこと等によ

るものであります。 

また、当第３四半期会計期間末における固定負債の残高は、0円（前事業年度末は0円）であります。

この結果、当第３四半期会計期間末における負債合計は97,777千円（前事業年度末は135,172千円）

となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

（２）財政状態に関する説明
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③純資産の状況 

当第３四半期会計期間末における純資産の残高は、40,899千円の債務超過（前事業年度末は16,609千

円）となりました。その主な要因は、当四半期純損失の計上により利益剰余金が57,508千円減少したこ

とによるものであります。 

  

  

今後の見通しにつきましては、LED照明市場における大手ナショナルブランドメーカーの商品ライン

ナップの拡充及び競争激化による単価下落の影響等により、さらに厳しい経営環境が続くものと予想さ

れます。 

当第３四半期累計期間の業績は、前述の「（１）経営成績に関する説明」に記載のとおり推移してお

り、この状況により、債務超過に陥っております。 

この状況を解消するために、新株予約権の行使及び第三者割当増資等による資金調達により、運転資

金の確保を目指しております。新株予約権の行使に関しましては、当事業年度６月末までに行使頂ける

様、NR投資事業組合様には交渉を継続しております。また、第三者割当増資に関しましては、複数の申

し入れがありましたが締結までには至っておりません。 

また、当社株式は、平成26年２月の月間平均上場時価総額又は月末上場時価総額が所要額未満となり

ました。 

株式会社名古屋証券取引所の株券上場廃止基準第２条の２第３号において、９か月（事業の現状、今

後の展開、事業計画の改善その他名古屋証券取引所が必要と認める事項を記載した書面を３か月以内に

株式会社名古屋証券取引所に提出しない場合にあっては、３か月）以内に、毎月の月間平均上場時価総

額及び月末上場時価総額が所要額以上にならない時は、上場廃止になる旨規定されております。 

なお、平成26年３月末まで、所要額が２億円から1.8億円に変更して適用されており、平成26年５月

末までに名古屋証券取引所へ「事業の現状、今後の展開、事業計画の改善その他名古屋証券取引所が必

要と認める事項を記載した書面」を提出のうえ、当該情報の開示を行う予定で準備を進めております。

さらに、当社はLED照明機器販売事業への主力事業の転換に至る過程において、平成23年１月27日

に、株式会社名古屋証券取引所から「上場会社が実質的な存続会社でないと当取引所が認めた場合」に

該当するとして、平成23年１月27日から平成26年６月30日まで合併等による実質的存続性の喪失に係る

猶予期間入りとなっております。 

実質的な存続会社でないと判断された場合でも、直ちに上場廃止となるのではなく、猶予期間中に

「新規上場に準じた審査」に適合すると認められた場合には猶予期間入りから解除され当社株式の上場

が維持されることになります。 

この状況を解消するために、当社といたしましては、新規顧客開拓及び入札案件への営業活動を継続

し、太陽光パネルを含めたその他環境関連商材の販売先の開拓、新規事業の立ち上げ等を行っていくこ

とで、売上高・利益の確保を図ることにより、収益基盤を確立した上で、新規上場に準じた審査に係る

申請を行い、審査に適合し、猶予期間からの解除に至るよう、上場の維持に向けて努力してまいりま

す。 

しかしながら、新規顧客開拓が遅れており、入札案件に関しましては、大型案件の獲得に至っておら

ず、LED照明機器販売事業は伸び悩んでおります。今後も一層厳しさが増すものと予測しております

が、引き続き、売上高・利益の確保を図ってまいります。 

なお、新規上場に準じた審査を通過するには、主幹事証券会社と契約する必要がありますが、現時点

において、主幹事証券会社との契約には至っておりません。 

  

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

当社は、平成24年６月期において1,607,958千円であった売上高が、前事業年度において304,180千円

と著しく減少しており、営業損失94,177千円、経常損失95,557千円及び当期純損失71,200千円を計上し

ております。また、当第３四半期累計期間において、売上高が172,484千円と減少し、営業損失54,763

千円、経常損失55,196千円、四半期純損失57,508千円を計上した結果、40,899千円の債務超過となって

おります。 

当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

当社は、当該状況を解消すべく（1）LED照明機器販売事業の拡販、（2）新たな環境関連商材の販

売、及び（3）新規事業の開発といった重点課題に引き続いて取り組み、販売力の増強とコストの削減

による収益力の向上を図ってまいります。また、新株予約権の行使及び第三者割当増資等による資金調

達によって運転資金を確保することにより債務超過を早期に解消していく方針であります。 

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成25年６月30日) 

当第３四半期会計期間 
(平成26年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 54,689 2,324

売掛金 64,048 32,216

商品 4,122 2,298

原材料及び貯蔵品 233 142

未収入金 10,729 10,502

その他 7,978 4,512

貸倒引当金 △111 △99

流動資産合計 141,690 51,897

固定資産   

有形固定資産 834 －

無形固定資産 3,100 －

投資その他の資産 6,156 4,980

固定資産合計 10,090 4,980

資産合計 151,781 56,878

負債の部   

流動負債   

買掛金 59,884 48,044

短期借入金 20,000 40,100

1年内償還予定の社債 40,000 －

未払金 9,819 3,820

未払法人税等 2,114 1,344

その他 3,353 4,468

流動負債合計 135,172 97,777

負債合計 135,172 97,777

純資産の部   

株主資本   

資本金 211,548 211,548

資本剰余金 856,003 856,003

利益剰余金 △1,017,457 △1,074,965

自己株式 △36,225 △36,225

株主資本合計 13,869 △43,639

新株予約権 2,740 2,740

純資産合計 16,609 △40,899

負債純資産合計 151,781 56,878
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（２）四半期損益計算書 
 第３四半期累計期間 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成24年７月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成25年７月１日 
 至 平成26年３月31日) 

売上高 249,343 172,484

売上原価 196,783 131,716

売上総利益 52,560 40,767

販売費及び一般管理費 117,612 95,531

営業損失（△） △65,051 △54,763

営業外収益   

受取利息 18 31

受取賃貸料 428 999

受取保険料 － 258

その他 423 153

営業外収益合計 870 1,442

営業外費用   

支払利息 973 748

支払保証料 1,200 1,124

その他 7 1

営業外費用合計 2,181 1,875

経常損失（△） △66,362 △55,196

特別利益   

固定資産売却益 100 －

保証金償還益 25,500 1,445

特別利益合計 25,600 1,445

特別損失   

減損損失 － 3,043

特別損失合計 － 3,043

税引前四半期純損失（△） △40,762 △56,794

法人税、住民税及び事業税 1,753 714

法人税等合計 1,753 714

四半期純損失（△） △42,516 △57,508
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当社は、平成24年６月期において1,607,958千円であった売上高が、前事業年度において304,180千円

と著しく減少しており、営業損失94,177千円、経常損失95,557千円及び当期純損失71,200千円を計上し

ております。また、当第３四半期累計期間において、売上高が172,484千円と減少し、営業損失54,763

千円、経常損失55,196千円、四半期純損失57,508千円を計上した結果、40,899千円の債務超過となって

おります。 

当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

当社は、当該状況を解消すべく以下の施策を継続してまいります。 

① 収益基盤の拡充 

・提携先や取引先を通じた顧客開拓チャネルの拡充を図ります。 

・付随工事の取り込みなど顧客対応力の強化による収益の上積み施策を実施してまいります。 

・新規仕入先の開拓による価格ニーズにあった提案を推進し、利益の改善を図ります。 

・競合の少ない新たな商品群のマーケットを開拓し、ニーズにあった商品を仕入先と共同開発し、ニ

ッチなマーケットでの知名度アップを図ります。 

・太陽光パネル販売の本格的な事業化を目指してまいります。 

・新たな市場開拓と同時に、同業他社を問わずタッグを組み、双方の強みを伸ばせる提携先を模索し

てまいります。 

② 新規事業開発 

・提携先の協力を得ながら、自動車修理工場や鈑金工場向の販売管理ソフトの販売、車両販売支援の

業務提携、自動車周辺商品の販売等の自動車関連事業への参入を検討してまいります。 

③ 資金調達施策の実施による財務基盤の拡充と資金繰りの安定化 

・筆頭株主であるNR投資事業組合に対し、すでに付与しております新株予約権の当事業年度内での行

使を要請してまいります。 

・取引金融機関との関係正常化に向け、交渉を再開するとともに、必要資金の借入交渉を行ってまい

ります。 

・新たな提携先、支援先を早急に模索し、第三者割当等による資金調達を実行することで資金繰りの

安定化を図ってまいります。 

  

しかしながら、これらの施策は実行途上にあり、現時点においては継続企業の前提に関する重要な不

確実性が認められます。 

なお、四半期財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実

性の影響を四半期財務諸表には反映しておりません。 

  

該当事項はありません。 

  

当社の報告セグメントは、LED照明器具販売事業のみの単一セグメントであるため、開示を省略して

おります。 

  

（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）
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